
株式会社明石ケーブルテレビ
2023年度放送番組審議会 議事録

【日 時】 2023 年 10 月 3日（火） 午後 15 時 00 分～ 16 時 30 分 

【場 所】 明石ケーブルテレビ 会議室

１.出席者

 ＜放送番組審議会委員＞　委員総数６名 /出席委員数６名

岩﨑 充臣     大村   大       平田 友一郎 

福本　 悟     藤本　典子      山本　直樹  

（50 音順／敬称略） 

 ＜株式会社明石ケーブルテレビ＞ 

代表取締役社長　　　　森本　哲雄

コンテンツ部部長　　　徳田　竜雄

コンテンツ部課長代理　北川　弥生

２.議事

（１）【会長・副会長の選任】

・株式会社明石ケーブルテレビ放送番組審議会規程第２条に基づき、審議会会長に

　福本委員・副会長に山本委員を選任した。

（２）【番組の審議】

以下、２つの番組ついて審議を行った。

①番組名　「あかしオモチャ箱」15 分番組　　2023 年 6 月 25 日～放送分　

　＜内容＞ 子育て応援番組　子ども向け絵本の読み聞かせや市内のおけいこサークルなど紹介

　　　　　・星座物語の紙芝居

　　　　　・親子リトミック体操サークルの紹介

    

委員からの意見

）員委（  　   ・コロナの影響で天文科学館に子ども達を連れていけなかったので、

　　　　　　このような形で星座の話をしてもらうのは大変よかった。



　　　 　　・親子リトミック体操については、大変楽しい雰囲気が伝わってよかったが、

　　　　　　 少し体操の映像が長いように思った。最近の子どもは SNS などの動画を

　　　　　　 早送りで見たりしているので、その親御さんも同じで早送りしたくなる

　　　　　　 のではないか。

　　(委員 ) ・天文科学館の星の物語はいいアイデアで、その他に、明石の昔話を

　　　　　　 取り上げるのも面白いと思う。

　　　　　  ・親子リトミック体操は、もう少しメリハリがあった方がよいと思う。

　　　　　　 身内ならともかく、他人の様子を見るには少し長いと思う。

　　(委員 ) ・星座物語は就学している子ども向けで、幼児には難しいように思う。

　　　　　　 テロップの漢字のフリガナだが、所々でフリガナがなかったので、

　　　　　　 注意した方がいい。話自体は面白いので番組としてはいいと思う。

　　　　　  ・親子リトミック体操は、サークルの活動風景を見せるならば、この長さで

　　　　　　 いいと思う。が、サークルの紹介なら、もっとコンパクトにした方がよい。

　　(委員 ) ・星座物語の紙芝居は、学芸員の語りが柔らかく聞きやすかったし、

　　　　　　 手作り感が出ていてよかった。一部フリガナがないところが気になった。

　　　　　  ・親子リトミックスはどういうことをやっているかは、よく伝わった。

　　　　　　 皆笑顔で楽しい雰囲気が伝わってきた。個別のインタビューなども

　　　　　　 バランスが取れていてよかった。

　　(委員 ) ・年配者は、星座物語が面白いと思った。昔聞いた物語の内容をもう一度

　　　　　　 思い出してみたいと思った。

　　　　　　 親子リトミック体操はインタビューの内容が「みんな元気だ、明石っ子」と

　　　　　　 変わらない印象である。

　　(委員 ) ・天文科学館に行けない子ども達にも、天文に親しんでもらうことが

　　　　　　 できるのが映像の魅力かと思う。

　　　　　 ・天文科学館の学芸員の技量やノウハウに頼るだけでなく、

　　　　　　 ケーブルテレビ独自の視点や構成も加えた番組作りをしてもらいたい。 

　　　　　　・親子リトミック体操は、ワイプの映像で先生の動きが見えるので、

　　　　　　 子ども達も一緒に体操ができるのではないかと思う。

　　　　　　・子育てする親の観点から、子どもに安心して見せられる番組であり、

　　　　　　 一緒に体操ができるのはよい思う。

　　　　　　



②番組名　「桂阿か枝の落語の時間」15 分番組　　2023 年 6 月 1 日～放送分　

　＜内容＞芸能文化番組　　桂阿か枝さんの落語と、明石にゆかりのある方々を迎えての対談。

　　　　　・落語：「住吉駕籠」

　　　　　・対談：住吉神社禰宜　西海庸就氏

委員からの意見

　　(委員 ) ・興味のある分野で、おもしろく見られた。住吉神社は藤の咲く時期に行くが、

             能舞台の鏡板を外すと海まで見渡せることは知らなかった。

             対談の部分は、住吉神社と住吉大社とのつながりや歴史にふれていて、

             大変興味深く、面白かった。

　　(委員 )・落語は噺自体が面白かった。対談も、昔の明石の町を思い出すような

             雰囲気があってとてもよかった。

　　(委員 ) ・神社や文化財をわかりやすく紹介していた。鏡板をはずすと

             海が見えるというのは知らなかったので、見に行きたくなった。

　　　　　　・前半は落語、後半に対談の構成だが、後半の対談にもっと時間を使っても

             いいのではないか。私には落語がちょっと長く感じた。

　　(委員 ) ・最後まで、面白く見させてもらった。落語も面白かったが、鏡板と

             阿か枝さんの着物の色合いのバランスや境内の松の映像等が美しいと思った。

             ・住吉大社とのつながりや住吉神社に能舞台ができた由来などが知ることができた。

　　(委員 ) ・自宅の近くに古い神社仏閣が無いので、住吉神社の話は興味を持って見た。

　　(委員 ) ・これまで落語に触れ合う機会がなかったが、新しい面白さを発見できた。

　　　　　　・対談で、画変わりする回数が少なくて時間が長く感じたので、他の映像を

             インサートするなどの工夫があってもいいかと思う。

（３）【報告】

明石ケーブルテレビより、自主制作番組「まちスタあかし」終了に伴う加入者からの

ご意見を紹介した。



（４）【その他全般に関する意見】

・プロのカメラマンが専用の機材を使って撮影・編集した映像を、テレビを通してみると

　改めて、その美しさ・鮮明さを実感した。この強みを活かしてほしい。

・ケーブルテレビなので、地元の小さなネタを大切にしてほしい。

・市内の文化財を順次紹介するような番組もいいと思う。

・地元企業の事業紹介などもあると、市民がより明石を知るきっかけになると思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


